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第２学年＊組 理科（化学基礎）学習指導案 
指導者 教諭 仁科 晴喜 

 
１ 日時・場所 平成 29 年 11 月＊日（＊）第２校時，２年＊組教室（男子 13 人，女子 21 人） 

２ 単元名 物質量と化学変化 

３ 単元の目標 

  身の回りにある物質を構成する原子や分子１個は，極めて小さな質量である。そこで，原子・分子

を集団として扱う物質量の考え方について関心をもち，意欲的に探究し，基本的な観察，実験の技能

を身に付けるとともに，原子の質量を表す相対質量や原子量・分子量・式量，物質量，溶液の濃度，

化学反応式に関する基本的な概念を理解して知識を身に付け，物質量と化学変化の関係性について自

ら考え表現することができる。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

原子・分子を集団

として扱う物質量の

考え方について関心

を持ち，意欲的に探 

究しようとする。 

物質量の考え方を利用

し，溶液の濃度や化学変

化の量的関係を自ら考え

判断し，それを表現して

いる。 

溶液の濃度の表し方を学ぶ

実験を通して，観察および実

験の基本操作や濃度の記述方

法を身に付けている。 

物質量の考え方と化

学変化の量的関係を理

解し，基本的な知識を身

に付けている。 

 

５ 単元について 

 (1) 教材観 

   物質が原子という小さな粒子から構成されていることは中学校や高校の授業において学習済み

である。今回は物質を構成する原子や分子の質量は極めて小さく扱いにくいため，原子・分子を集

団として扱う物質量の考え方について学習する。物質量は化学を学習していく上で基礎となる単元

であり，またこの考え方を利用することで化学変化の量的関係を求めることができるため，理解し

さらに自ら表現できるようになることが重要になってくる。 

  (2) 生徒の実態 省略 

 (3) 指導観 
   基本的な概念を理解し，物質量の考え方を利用して化学変化の量的関係を自ら考えて表現するこ

とができるよう，問題演習による適用練習の機会を多く設けたり，実験や活動の場を多く設けたり

する。そして，実際に学んだ知識を用いて考え表現できるよう指導する。 

 

６ 指導と評価の計画（８時間扱い） 

 
時 

 
学習内容 

 
学習活動 

評価の観点  
評価規準 

 
評価方法 

関 思 技 知

１ 
本時 

原子の相対質量 実際に物質の重さを

量り計算する。 

原子の質量を相対質

量で表す。 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

◎ 相対質量の考え方を理解し，原

子の質量を相対質量でかいてい

る。 

活動に意欲的に取り組み，相対

質量の考え方に関心を持ってい

る。 

問題演習 

 

 

ワークシー

ト内の感想 
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２ 原子量・分子量

・式量 

原子の相対質量と

存在比から，原子量

を求める。 

 

 

 

◎

 

 

 

 

 

 

 

 

原子の相対質量と存在比から，

自ら考え原子量を求めている。 

ワークシー

ト 

 

３ 原子量・分子量

・式量 

様々な物質の分子量

と式量を求める。 

   ○ 様々な物質の分子量，式量の求

め方を理解し，実際に求めてい 

る。 

問題演習 

４ 物質量 物質量１molとアボ

ガドロ定数，モル質

量，モル体積の関係

性を学習する。 

◎  

 

  活動に意欲的に取り組み，物質

量の考え方に関心を持っている。 

ワークシー

ト内の感想 

 

５ 物質量 物質量に関する問題

を解く。 

   ◎ 物質量の考え方を理解し，問題

を解いている。 

問題演習 

６ 溶液の濃度 

 

実験を通して，質量

パーセント濃度とモ

ル濃度の違いを学習

し，実際に濃度を求

める。 

  

 

○

◎  実験の基本操作や濃度の記述

方法を身に付けている。 

使った溶媒の量や溶質の量か

ら，自ら考え濃度を求めている。 

行動観察 

 

 

ワークシー

ト 

７ 化学反応式 化学反応式の書き方

を学習し，自ら化学

反応式を立てる。 

  

 

○

 ◎ 化学反応式の書き方を理解し，

化学反応式を立てている。 

反応物と生成物から，自ら考え

化学反応式を立てている。 

ワークシー

ト 

問題演習 

８ 化学反応式と量

的関係 

 

化学反応式の係数の

比から，物質量や質

量，体積を求める。

 

 

◎

 

 

 

  化学反応式の係数の比と物質

量や質量，体積の関係から，自ら

考えて物質量や質量，体積を求め

ている。 

問題演習 

 

７ 本時の指導 

 (1) 目標 

  ・相対質量の考え方を理解し，原子の質量を相対質量で書くことができている。【知識・理解】 

・活動に意欲的に取り組み，相対質量の考え方に関心を持つことができる。【関心・意欲・態度】 

 (2) 準備・資料 

教科書，ワークシート 

 (3) 展開 

 過程          学習内容・学習活動           指導の留意点と評価 

導入 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. パワーポイントに瞬間的に映された 

｢0.00000000000000000000000167｣と 

｢0.000000000000000000000395｣の数字を見

てどちらが大きいか答える。 

次に，同じ条件で「1」と「238」の数字

を見てどちらが大きいか答える。 

どちらの方が数字を比較しやすかったか

答える。 

 

・グループ（５～６名で構成）を，授業前につく

っておくように事前に連絡しておく。 

・どちらの数字が大きいかクラス全員に質問し，

どちらかに挙手してもらう。 

・どちらの方が比較しやすかったかクラス全員に

質問し，どちらかに挙手してもらう。 

・極めて小さい数字は比較しにくいことから，計

算などに用いる数字としてはとても扱いにく

いことを確認させる。 
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展開 

35分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 原子の質量を表すには原子の相対質量を

用いることをワークシートに記入する。 

 

 

 

3. 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

4. グループ活動を行う。 

(1)１円硬貨を１とした時の値を計算し，ワ

ークシートに記入する。 

(2)グループ内で計算結果を共有する。 

(3)各グループ代表者１名が，結果を黒板に

書く。 

 

5. 相対質量を求める式を再度一人一人が確認

し，その式をワークシートに記入する。 

 

6. ワークシート内の以下の表を埋める。 

 

 

 

 

 

7. 表の結果から，最も簡単な整数比で表す

ことができたのは「Cを 12 とした値」であ

ることを確認し，原子の相対質量の基準

は，「質量数 12 の炭素原子 12C 一個の質量

を 12 とする」ことをワークシートに記入

する。 

 

8. 原子の相対質量を求める式をワークシー

トに記入する。 

 

 

 

 

・最も小さな水素原子と最も大きなウラン原子の

質量を例に出し，ウラン原子でさえも質量は極

めて小さいため，原子の質量を表すには原子の

相対質量を用いることを説明し，ワークシート

に記入させる。 

 

 

 

 

 

 

・１円硬貨，１０円硬貨，５０円硬貨の質量が記入

されたワークシートを配布する。 

・計算して出した値は，小数第二位を四捨五入し

て記入するよう指示する。 

 

 

 

・相対質量を求める式をパワーポイントに示し，

再度確認することで知識の定着を促す。 

 

（評価）相対質量の考え方を理解し，原子の質量

を相対質量で書いている。 

【知識・理解，問題演習】 

 

 

 

・表の結果から，最も簡単な整数比で表すことが

できたのは「Cを 12 とした値」であることを確

認し，原子の相対質量の基準は，「質量数 12 の

炭素原子 12C 一個の質量を 12 とする」ことを説

明する。 

 

 

・原子の相対質量を求める式を示す。 

 

 

 

 

 

相対質量は，どのようにして導くことができ

るだろうか。 

原子の相対質量は，どのようにして導くこと

ができるだろうか。 

相対質量は，比例で考えるとわかりやすい。 

原子の相対質量＝
原子１個の質量 

12C 原子１個の質量 
×12 
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まと

め 

５分 

9. ワークシートに感想を記入する。 （評価）活動に意欲的に取り組み，相対質量の考

え方に関心を持っている。  

【関心・意欲・態度，ワークシート内の感想】

 


